
グループワークについて 

 

  ＜テーマ＞ 

   『コミュニティー・スクールの推進に向け，子ども達の育成のために学校と地域が 

    実現可能な事例を考え，共有する』 

 

  ＜導入＞【５分】 

   コミュニティー・スクールの概要 ⇒学校教育課より説明 

  ＜方法＞ 

  （1）事前に各委員に依頼 

   ①［学校関係者］ 

     学校として何をしてもらいたいか。実現可能なものを10～20個 提示  

   ②［幼稚園・地域・学識関係者・公募委員］ 

     地域は学校に何を求めるのか。3～5個 提示  

  （2）グループワーク【４５分（移動時間含む）】※各グループに進行役職員が付きます。 

   ①に対し，地域がそれをどう受け止めるか。 

   ②に対し，学校はそれをどう返すか。 

    ⇒どのような体制や条件等があれば実現できるのかなど。地域と学校が，子ども達の育成 

     のために一緒にやっていけそうなことはどんなものかまとめる。 

  （3）各グループ発表【１０分】 

 

  ＜グループ編成＞                            ［敬称略］ 

 選出区分 所属 役職 等 氏名 

Ａ 学校関係者 高柳小学校 校長 中田 敦子 

Ａ 地域関係者 西原中学校区学校運営協議会 委員 鈴木 道貴 

Ａ 地域関係者 社会福祉協議会 地域福祉課長 高橋 史成 

Ａ 公募  ―  ― 長澤 真由美 

Ｂ 学校関係者 柏第二中学校 校長 杉本 秀彰 

Ｂ 学校関係者 柏中学校 教諭（特別支援教育） 寺田 治 

Ｂ 地域関係者 柏市ＰＴＡ連絡協議会 副会長 多賀井 友紀子 

Ｂ 地域関係者 青少年健全育成推進連絡協議会 会長 荒井 真彦 

Ｂ 学識経験者 中央学院大学 教授 山田 麻有美  

Ｃ 学校関係者 市立柏高等学校 校長 中村 淳一 

Ｃ 学校関係者 柏の葉中学校 校長 加藤 定浩 

Ｃ 幼稚園関係者 柏市私立幼稚園協会 副会長 吉田 功  

Ｃ 地域関係者 スポーツ少年団 本部長 露木 循 

助言者 学識経験者 聖徳大学大学院 教授 南部 昌敏  

    （学校運営協議会関係者） 

 


